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2025年12月期 決算補足説明資料 京葉ガス株式会社

１．2025年連結決算実績（対前年） （４）セグメント情報

（１）決算概要

（単位：百万円）

売上高 セグメント利益 売上高

（単位：百万円） 2024 2025 増減 ％ 2024 2025 増減 ％

2024年 2025年 増減 増減率（％） エネルギー 107,109 109,085 1,976 1.8 3,426 5,842 2,415 70.5

売上高 115,704 117,665 1,961 1.7 (うちガス) (86,208) (85,778) (△430) (△ 0.5) (5,703) (6,174) (471) (8.3)

営業費用 114,269 113,826 △ 443 △ 0.4 (うち電力小売) (15,350) (17,120) (1,769) (11.5) (△2,438) (△699) (1,739) (－)

営業利益 1,434 3,839 2,404 167.6 ライフサービス 7,068 6,673 △395 △ 5.6 685 700 14 2.1

経常利益 2,266 4,635 2,368 104.5 リアルエステート 1,783 2,172 388 21.8 1,021 893 △128 △ 12.5

1,623 3,210 1,587 97.8 調整額 △257 △266 △9 － △3,699 △3,597 102 －

合計 115,704 117,665 1,961 1.7 1,434 3,839 2,404 167.6

（２）販売量等

家庭用は気温水温が低めに推移したことやお客さま件数の増加などにより増加。 （５）キャッシュフローの状況

業務用はその他用に含まれる空調需要が増加したことにより増加。 ＜営業活動＞当期純利益の増加などにより収入増加。

ガス販売量 （単位：千m3、件） ＜投資活動＞設備投資は減少したものの、定期預金の純増減影響などにより支出増加。

2024年 2025年 増減 増減率（％） ＜財務活動＞長期借入金による収入などが増加。

家庭用 295,339 301,360 6,020 2.0 （単位：百万円）

商業用 115,688 114,580 △ 1,107 △ 1.0 2024年 2025年 増減

工業用 202,422 202,575 153 0.1 営業活動によるキャッシュ･フロー

その他用 51,602 53,649 2,046 4.0 投資活動によるキャッシュ･フロー

業務用 369,713 370,805 1,092 0.3 財務活動によるキャッシュ･フロー

合計 665,053 672,166 7,113 1.1 現金及び現金同等物期末残高 16,399

都市ガスお客さま件数(※) 1,061,916 1,074,418 12,502 1.2

※取付ガスメーター数 ２．2026年12月期の連結業績予想

（単位：千kWh）

2024年 2025年 増減 増減率（％）

548,227 628,720 80,492 14.7

（単位：百万円）

（３）設備投資額 （単位：百万円） 2025年 2026年 増減 増減率（％）

2024年 2025年 増減 増減率（％） ガス販売量（千m3） 672,166 677,000 4,834 0.7

15,799 13,125 △ 2,673 △ 16.9 売上高 117,665 116,800 △ 865 △ 0.7

＜2025年の主な投資＞ 営業利益 3,839 3,500 △ 339 △ 8.8

導管、リーフシティ市川ザ･レジデンス、浦安賃貸マンション等 経常利益 4,635 4,200 △ 435 △ 9.4

3,210 3,300 90 2.8

13,125 13,900 775 5.9

為替レート（円／＄）

原油価格（＄／ｂ）

電力小売販売量

13,699 3,691

親会社株主に帰属する当期純利益

△ 1,022 2,280 3,303

△ 9,651 △13,089 △ 3,438

74.4 65.0

＜エネルギー＞は、電力調達コストの減少やガス事業のスライドタイムラグ改善等により増益。

＜ライフサービス＞は、ガス機器販売などが減少したが、道の駅しょうなんの販売増などで増益。

＜リアルエステート＞は、リーフシティ市川の賃貸収入の増加により増収も初期費用により減益。

有形・無形固定資産

＜前提条件＞

親会社株主に帰属する当期純利益

2025年 2026年

149.7 160.0

13,493 2,905

設備投資額

【減収・増益】

お客さま件数の増加によりガス販売量は増加するものの原料価格の下落により減収。

ガス事業でのスライドタイムラグ悪化などにより経常減益も、特別利益の発生を見込み最終増益。

【増収・増益】

電力小売事業での販売量増加、リアルエステート事業での売上高増加などにより、増収。

電力調達コスト低減やガス事業でのスライドタイムラグ改善なども寄与し、増益。
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